
八
幡
竃
門
神
社
の
ま
つ
り

土
　
屋
　
公
　
照

　
八
幡
竃
門
神
社
は
、
内
竃
町
の
亀
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
ゆ
る
や

か
な
丘
陵
に
鎮
座
し
て
い
る
。

　
亀
川
国
立
病
院
前
の
交
差
点
を
を
右
に
折
れ
、
安
心
院
線
に
そ
っ

て
少
し
行
く
と
、
右
手
に
竃
門
神
社
の
常
夜
燈
に
で
あ
う
。
石
段

を
の
ぼ
り
正
徳
元
年
（
一
七
一
回
建
立
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、

参
道
の
急
な
石
段
は
、
二
、
三
の
鳥
居
を
へ
て
本
殿
の
正
面
に
出

る
。

　
明
治
二
十
年
に
上
棟
さ
れ
た
切
妻
平
人
の
本
殿
と
拝
殿
を
中
心

に
し
て
、
境
内
は
、
安
政
四
年
に
勧
請
さ
れ
た
多
賀
神
社
な
ど
の

境
内
社
や
数
社
の
祠
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
イ
チ
イ
カ
シ
（
市
指

定
保
護
樹
）
や
ク
ス
の
巨
木
が
繁
っ
て
森
閑
と
い
た
一
郭
を
つ
く
っ

て
い
る
。
ま
た
、
享
保
十
九
年
に
日
田
代
官
岡
田
庄
太
夫
が
奉
納

し
た
石
灯
篭
が
、
神
社
に
貫
禄
を
添
え
て
い
る
。

　
竜
門
神
社
の
祭
神
は
、
仁
徳
天
皇
の
時
に
祀
ら
れ
た
と
さ
れ
る

三
十
三
神
に
、
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
三
月
十
五
日
宝
城
峰
に
白

髪
の
大
神
比
義
に
導
か
れ
て
降
臨
し
た
仲
衷
・
悳
神
天
皇
と
天
長

三
年
（
八
二
六
）
に
宇
佐
よ
り
勧
請
さ
れ
た
神
功
皇
后
の
三
神
霊

を
加
え
た
三
十
六
神
で
あ
る
。

　
竜
門
神
社
の
主
な
お
祭
り
は
、
四
月
十
五
日
（
旧
暦
三
月
十
五

日
）
に
行
な
わ
れ
る
の
例
祭
と
、
十
月
の
豊
年
祭
で
あ
ろ
う
。
な

か
で
も
四
月
の
例
祭
は
、
神
霊
が
ハ
重
桜
を
依
代
と
し
て
降
臨
し

た
と
云
う
言
い
伝
え
か
ら
、
ハ
重
桜
を
供
え
る
の
で
、
い
ち
名

「
桜
祭
り
」
と
も
呼
ぱ
れ
て
い
る
。

　
土
屋
家
文
書
に
よ
れ
ば
こ
の
大
祭
は
、
大
友
氏
が
興
し
た
と
も

復
興
し
た
と
も
伝
え
、
そ
の
起
源
は
、
元
治
元
年
（
一
一
九
九
）

に
遡
る
と
云
う
。

　
竃
門
神
社
の
祭
礼
復
興
に
つ
い
て
、
安
政
年
間
の
記
録
は
つ
ぎ

の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
川
庄
屋
記
録
）

-－86



安
政
四
丁
巳
歳

一
八
幡
竜
門
宮
祓
御
幸
の
義
　
二
百
六
十
余
年
中
廃
し
て
年
々
御

　
幣
の
み
三
本
松
へ
お
供
え
い
た
し
こ
れ
あ
る
と
こ
ろ
　
再
興
の

　
義
早
春
よ
り
思
い
立
ち
　
社
家
は
勿
論
こ
の
方
な
ど
心
配
い
た

　
し
　
五
ケ
村
人
小
家
別
へ
献
金
い
た
さ
せ
　
神
輿
な
ら
び
に
行

　
列
道
具
調
え
方
の
た
め
　
二
月
計
八
日
野
田
運
平
な
ら
び
に
大

　
宮
司
隠
居
矢
黒
常
睦
・
亀
川
村
長
左
衛
門
船
に
て
登
坂
・
京
大

　
坂
に
て
諸
品
あ
い
調
え
　
五
月
計
四
日
右
船
に
て
帰
国
　
但
し

　
三
月
下
旬
よ
り
御
下
り
道
筋
繕
い
の
た
め
五
ケ
村
よ
り
出
夫

ヱ
八
月
廿
九
日
御
祓
お
祭
礼
　
ハ
幡
竃
門
宮
三
本
松
へ
行
幸
の
義

　
当
年
始
め
の
儀
に
付
き
　
前
方
よ
り
御
仮
家
其
の
外
品
々
出
来

　
の
上
　
賑
々
し
き
御
行
列
あ
い
調
い
候
　
相
撲
場
な
ど
桟
敷

賄
向
き
は
こ
れ
迄
も
願
元
順
番
に
て
引
き
請
け
当
年
平
田
村

但
し
右
行
列
引
き
請
け
当
年
内
竜
門
村
初
め
に
て
古
市
・
亀
川

平
田
・
野
田
と
あ
い
廻
し
候
よ
う
評
議
候

　
つ
ま
り
、
竜
門
神
社
の
三
本
松
へ
の
御
幸
は
、
安
政
年
間
ま
で

永
ら
く
途
絶
え
て
い
た
が
、
亀
川
庄
屋
高
橋
萬
之
丞
が
五
ケ
村
に

呼
び
掛
け
て
復
興
し
た
こ
と
、
ま
た
、
次
の
「
覚
」
の
よ
う
に
行

列
道
具
を
新
調
し
た
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
年
に
祭
り
座
の
順
番
の

割
り
当
て
も
決
ま
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一--

覚
　
（
安
政
四
年
か
　
高
橋
文
書
）

榊
持

猿
田
彦
命

御
幣
持

阿
磨

-ﾐﾐJ

長

刀

一

弓
鉾
　
二

烏
帽
子
　
木
綿
狩
衣

鳥
兜
　
清
装
束

木
綿
大
口
　
鉾

烏
帽
子
　
木
綿
狩
衣

男
弓

女
榊

木
綿
狩
衣

同
白
袴

袋
ヒ
ヘ
タ
ン

白
木
綿
付

　
　
　
　
壱
人

料
　
壱
分
二
朱

　
　
　
　
壱
人
　
8
7

料
　
三
痢
弐
分
　
　
一

　
　
　
　
壱
人

料
　
壱
分
弐
朱

料
上
下料

上
下

弐
人

弐
雨

弐
人

壱
雨

弐
人



一一

大
鉾
　
二

御
供
笛
　
四
管

　
筒
入

一
　
御
太
刀
　
三
腰

一
一一一

神
輿
　
三
社

同
昇
人
足

小
鉾
　
六
本

一

流
的
馬

赤
黒
獅
子

持
弓

陣
笠
　
鎧
着

白
狩
衣

赤
清
狩
衣

烏
帽
子
二

腔
の
衣
と
も

飾
箭
と
も

料
　
弐
歩

　
　
弐
人

料
上
下料

九
雨

四
人

壱
銅

　
　
　
　
　
　
同
　
　
三
人

　
　
　
　
　
　
　
料
　
六
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
廿
四
人

　
　
　
　
　
　
　
廿
四
人
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
人

　
　
　
　
　
料
　
弐
湘
壱
歩

青
同
断

色
付
　
木
綿
差
抜
二　

　
　
弐
人

　
料
　
弐
雨

　
　
　
二
疋

　
料
　
三
雨

上
下
　
六
丁

－

謳

一

白
毛
鎗

一

幕

一

御
仮
家

緋
ヘ
タ
ン
袋
入

木
綿
　
ハ
。
ピ
着

　
　
料
　
六
鋼

　
同
　
十
六
丁

　
　
料
　
五
両

　
　
　
　
廿
人

　
　
料
　
拾
雨

　
　
　
　
一
張

料
　
壱
雨
壱
歩

　
こ
の
年
、
す
な
は
ち
安
政
四
年
に
は
「
覚
」
の
よ
う
な
新
調
さ

れ
た
道
具
立
て
で
、
御
幸
の
行
列
が
賑
々
し
く
繰
り
出
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
四
月
の
大
祭
が
近
づ
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
役
柄
に
応
じ

た
氏
子
が
選
ば
れ
る
。
と
く
に
手
の
こ
ん
だ
所
作
を
演
じ
る
傘
振
・

手
槍
・
島
田
頭
・
大
鳥
毛
・
大
羽
熊
・
大
鉾
な
ど
の
役
は
、
経
験

の
つ
ん
だ
指
導
者
に
よ
っ
て
念
入
り
に
稽
古
が
続
け
ら
れ
る
。
こ

の
指
導
者
は
、
祭
り
の
当
日
に
は
阿
麻
余
護
と
な
り
演
技
の
采
配

を
振
る
こ
と
に
な
る
。
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や
が
て
、
大
祭
の
五
日
前
の
四
月
十
日
に
「
陣
揃
」
を
し
て
、

衣
装
合
せ
や
仕
上
げ
の
合
同
練
習
を
行
な
い
、
壮
麗
な
大
名
行
列

の
準
備
が
で
き
上
る
の
で
あ
る
。
大
祭
当
日
、
大
名
行
列
は
賑
や

か
な
神
楽
組
の
先
導
で
参
道
の
坂
を
下
り
、
演
技
を
繰
り
返
し
な

が
ら
御
旅
所
ま
で
神
輿
の
御
供
を
す
る
。

　
か
ま
ど
神
楽
の
神
楽
組
は
加
藤
家
が
主
宰
し
た
。
こ
の
神
楽
組

は
竜
門
神
社
の
例
祭
に
神
楽
を
奉
納
し
た
が
、
各
地
の
祭
礼
に
招

か
れ
て
出
演
し
た
。

　
か
ま
ど
の
神
楽
組

は
、
四
月
の
竜
門
神

社
の
大
祭
に
は
、
行

列
の
前
で
面
や
装
束

を
着
け
て
神
楽
を
演

じ
た
。
こ
れ
を
「
道

か
ぐ
ら
」
と
い
い
、

賑
や
か
な
お
囃
し
で

御
神
幸
を
先
導
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は

神
楽
を
舞
え
る
人
が

な
く
な
り
、
神
楽
組
が
活
動
を
し
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
大
名
行
列
の
陣
立
と
道
具
立
て
は
、
明

治
三
〇
年
代
の
「
例
祭
神
行
道
具
台
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
道

具
立
て
を
も
と
に
し
て
い
る
。

汐
振

猿
田
彦

国
　
　
旗

社
名
旗

獅真

子榊

四
神
旗

随
　
　
神

日
月
錦
旗

大
　
　
麻

阿
麻
余
護

傘
　
　
振

二
名

一
名
　
但
シ
面
壱
個
　
装
束
上
下
悉
皆
相
添

二
名

一
名一名

四
名

四
名

二
名

二
名

一
名

二
名

一
名

但
シ
台
付
　
其
外
患
附
属
品
付

獅
子
頭
弐
頭
　
但
シ
衣
服
弐
枚

　
　
　
　
　
　
附
属
品
悉
皆
相
添

随
神
弐
人
前

錦
旗
　
弐
本

但
シ
附
属
品
悉
皆
相
添

但
シ
柄
付
キ

海
士
面
　
但
シ
弐
個
　
衣
服
弐
枚
相
添

傘
振
弐
人
前
　
但
シ
衣
服
弐
人
前
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手
　
　
槍

島
田
頭

傘
　
　
槍

手
　
　
槍

大
鳥
毛

大
羽
熊

毛
手
槍

一
名

四
名
　
島
田
頭
弐
本

一
名

一
名

四
名
　
鳥
毛
弐
本

袋
弐
個
紐
附

但
シ
衣
服
四
枚

帯
四
筋
　
上
帯
四
筋

笠
四
個
　
木
太
刀
四
本

柄
弐
本

但
シ
衣
服
四
枚

帯
四
筋
　
上
帯
四
筋

笠
四
個
　
木
太
刀
四
本

柄
共

四
名
　
羽
熊
弐
本
　
　
但
シ
衣
服
四
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
四
筋
　
上
帯
四
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
四
個
　
木
太
刀
四
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
弐
本

十
名
　
毛
槍
拾
本
　
　
但
シ
衣
服
拾
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
拾
個
　
木
太
刀
拾
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
十
本

、
．
程
々
緋
　
　
拾
五
名
　
程
々
緋
拾
六
　
但
シ
木
鉄
砲
拾
六
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
下
衣
服
拾
六
人
前

長
　
　
刀

大
　
　
鉾

　
仝
付
添

大
　
　
鉾

　
仝
付
添

大
　
　
笛

太
鼓
打

太
鼓
引

紙
大
幣

金
　
　
幣

一
名

一
名

一
名

一
名

長
刀
壱
振

大
鉾
弐
本

大
鉾
鎧
弐
領

一
名

六
名

一
名

二
名

一
名

一
名
　
金
幣
四
本

但
シ
袋
付
キ

但
シ
白
木
綿
四
反

笠
弐
個
　
木
太
刀
弐
本

但
シ
内
竃
区
船
松
右
田
姓

　
　
　
　
　
ョ
リ
壱
本

　
他
三
本
ハ

　
　
小
畑
曽
市
　
壱
本

　
　
吉
田
利
代
吉

　
　
伊
藤
繁
太
郎

　
　
佐
藤
寿
助
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吉
良
伊
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
安
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
弐
本

神
　
　
鏡
　
　
一
名

弓
　
　
鉾
　
　
二
名
　
大
弓
弐
張
　
　
但
シ
白
木
綿
二
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
弐
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
弓
六
張
　
　
但
シ
結
紐
六
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
矢
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弓
鉾
は
、
大
弓
か
豪
弓
か
不
明
）

御
太
刀
　
　
　
一
名
　
神
輿
附
太
刀
三
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
シ
金
福
袋
付
三
個

汐
　
　
振
　
　
一
名

神
　
　
輿
　
三
拾
名
　
神
輿
　
三
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
シ
装
束
白
木
綿
上
下
弐
拾
四
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烏
帽
子
弐
拾
四
個
　
結
縄
木
綿
三
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
縄
鈴
付
拾
弐
本
　
神
鏡
拾
弐
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
引
全
裸
三
張
　
ヨ
ウ
ラ
ク
拾
弐
枚

宮
　
　
司
　
　
一
名

　
竜
門
神
社
の
行
列
の
特
色
は
大
鉾
（
オ
ー
コ
）
で
あ
る
。

　
大
鉾
の
役
は
、
氏
子
中
の
独
身
の
青
年
に
限
ら
れ
て
い
る
。
Ξ

μ
を
こ
え
る
大
鉾
は
、
か
な
り
の
重
量
が
あ
る
の
で
、
屈
強
な
青

年
で
な
い
と
つ
と
ま
ら
な
い
。
以
前
は
、
大
鉾
に
選
ぱ
れ
た
青
年

は
、
祭
り
の
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
海
で
喫
を
し
、
食
事
も
家
人
と

は
別
の
火
で
調
理
し
て
、
精
進
潔
斎
に
っ
と
め
た
ぞ
う
で
あ
る
。

　
大
鉾
の
装
束
は
、
鎧
の
胴
丸
の
背
中
に
大
鉾
を
結
わ
え
付
け
、

浅
い
笠
に
、
簡
単
な
壷
柚
と
草
摺
を
つ
け
、
太
刀
を
は
き
脛
当
に

草
鞍
を
つ
け
る
。

　
演
技
は
、
大
笛
と
太
鼓
の
囃
し
に
あ
わ
せ
、
大
鉾
の
先
端
よ
り

導
か
れ
た
紐
を
両
手
で
左
右
に
引
っ
張
り
、
均
衡
を
と
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
力
強
く
舞
う
。
お
わ
り
に
「
頬
に
砂
が
つ
く
ほ
ど
」

低
く
前
か
が
み
に
な
り
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
演
技
が
お
わ
る
。
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他
の
道
具
の
演
技
に
つ
い
て
は
、
賀
来
神
社
の
系
統
を
引
く
と

い
わ
れ
る
朝
見
神
社
の
も
の
と
大
差
は
な
い
が
、
大
鉾
を
中
心
と

す
る
竜
門
神
社
の
行
列
は
、
日
出
町
の
若
宮
ハ
幡
社
の
も
の
と
同

系
統
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
旅
所
で
の
祭
り
で
あ
る
が
、
そ
の
賑
わ
い
に
つ
い
て
、

亀
川
村
庄
屋
で
あ
っ
た
高
橋
氏
の
文
書
に
、
祭
り
の
興
行
の
請
負

願
い
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　
　
差
上
申
御
請
書
の
事

此
度
産
土
神
八
幡
竜
門
宮
御
祭
礼
に
付
き
賑
の
為
軍
書
仕
形
講
談

興
行
の
儀
先
達
て
御
願
い
申
上
げ
候
処
　
高
松
表
御
願
い
済
相
成

り
候
上
私
へ
世
話
方
仰
付
ら
れ
難
有
御
請
け
申
し
上
候
　
右
に
付

興
行
中
火
の
元
念
を
入
る
べ
き
儀
は
申
す
に
及
ば
ず
　
自
他
よ
り

人
集
候
に
付
喧
嘩
口
論
其
の
外
す
べ
て
故
障
な
る
儀
こ
れ
無
き
よ

う
　
猶
又
軍
書
講
談
仕
り
候
組
合
の
者
な
ら
び
に
右
興
行
に
付
き

入
り
込
み
の
者
御
法
度
の
博
突
な
ど
決
し
て
仕
ら
ず
候
よ
う
細
心

を
用
い
　
若
し
右
体
の
儀
相
催
し
候
者
こ
れ
有
候
は
は
早
速
差
留

心
得
違
い
仕
ら
ず
よ
う
申
す
べ
く
候
　
万
一
村
内
典
外
人
込
み
の

者
共
不
時
の
儀
こ
れ
有
り
候
は
は
、
其
者
共
は
申
す
に
及
ば
ず
私

迄
も
不
行
き
届
き
の
儀
き
っ
と
仰
せ
付
け
ら
る
べ
き
旨
承
知
仕
り

候
　
は
て
ま
た
売
女
芸
者
な
ど
入
り
こ
み
中
さ
ず
よ
う
精
々
細
心

を
も
ち
い
　
市
中
無
難
の
儀
心
が
け
世
話
仕
る
べ
き
旨
仰
せ
渡
さ

れ
畏
れ
奉
り
候
　
若
し
い
さ
さ
か
に
て
も
不
時
の
儀
御
座
候
え
ば

き
っ
と
御
取
調
べ
の
上
　
た
と
え
私
承
知
仕
ら
ず
儀
に
て
も
存
ぜ

ず
と
申
す
儀
あ
い
立
ち
が
た
き
旨
御
沙
汰
の
お
も
む
き
い
ち
い
ち

承
知
仕
り
候
　
し
か
る
上
は
決
し
て
御
厄
介
筋
で
き
申
さ
ず
よ
う

仕
る
べ
く
候
　
こ
れ
に
依
り
御
請
印
形
差
し
上
げ
奉
り
候
　
以
上

　
嘉
永
二
酉
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
川
村
　
　
　
度
　
郎
　
⑩

　
　
　
　
亀
川
村
御
役
所

　
祭
り
の
請
負
者
は
、
見
せ
物
小
屋
の
小
屋
掛
は
勿
論
、
喧
嘩
口

論
か
ら
火
元
用
心
、
ひ
い
て
は
賭
け
賭
博
、
遊
女
芸
者
や
胡
乱
者

（
怪
し
い
者
）
の
入
り
込
み
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
三
本

松
で
の
竜
門
神
社
の
大
祭
は
、
他
村
も
者
も
多
く
集
ま
り
、
横
灘

筋
の
北
組
で
は
最
大
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
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